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多文化主義国家のアポリア

TimothyB.Powell,RuthlessDemoczTaCY.･AMultL'culturBI

IDtePPretatl'omoftheAmepl'CanReDal'ssaDCe

星野 勝利

1785年10月､アメリカ合衆国軍の連隊長 ColonelBenja皿inLogan とインデ

ィアンのShaⅥlee族の酋長 Molunthaが､双方の境界線上で対崎する.Moluntha

は､インディアンの土地所有権を認めた MiamiTreatyを片手に持ち､もう一

方の手には､歓迎と友好の意を示す星条旗をたなびかせて､連隊長の前に進み出

る｡これを迎えるColonelLoganは､軍律により､友好的な応対を求められてい

た｡ところが､交渉の席に座ったMolunthaの背後から､部下の一人がひそかに忍

び寄り､Molunthaの頭に斧を撃ち下ろしてしまう.

アメリカ合衆国は､建国以来､さまざまな矛盾を抱え込む｡植民地時代以来引

き継がれてきた矛盾といってもよいo"Allmenarecr･eatedequal''という､民

主主義国家としての大前提もこの例外ではない｡理屈としてこれを理解すること

と､心理としてこれを受け入れることは､必ずしも同じことではない｡この矛盾

は合衆国アメリカの国家的病理と規定してもよい.Molunthaの殺害もこの典型

である｡軍律や条約という厳しい枠の世界を乗り越えて､独特の病理が兵士のこ

ころを支配する｡結果として､悲劇の数がまたひとつ増えていく｡アメリカに内

在する歴史的デイレンマである｡

本書はこのデイレンマを分析の対象とする｡分析対象となるのは19世紀中葉の

アメリカ文学である｡この時期の分析としては F.0.Matthiessenの AmezjcaD

Renaissance(1941)が知られる｡Matthiessenは文学史の中に新しい準拠枠を

提示した.Whittier､Holmes､Longfellow､Lowellという従来の権威に替えて､

Emerson､Whitman､Hawthorne､ Thoreau､Melvilleという新しいカノンを提

示した｡このカノンは､その後長いこと､文学研究の土台となる｡ただし近年で

は､この堅固な土台も､必ずしも盤石なものではない｡

SacvanBercovitchは Amepl'canJepemlad(1978)の中で､これらの作家と植

民地時代のレトリックとの関係を詳細に分析して見せた｡ JaneTompkinsは

SeDSatl'oDalDesl'87]S (1985)の中で､このカノンに､新たに HarrietBeecher
Stoweや SusanWarner･など､センチメンタル ･ノベルを産出した白人女性作家

を加えてみせたO一方､DavidS.ReynoldsはBeDeaththeAmepl'canRenal'ssance
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(1989)の中で､メルヴイルやホイットマンの作品が､一般に知られていない当時

の無名の書物にいかに負うものであるかを跡づけてみせた｡また DonaldPease

は､Matthiessen 的カノンをアンチテーゼとして､たとえば CtLltwesofLrnl'ted

StatesImpepl'allsm(1993)の中で､階級､人種､性といった視点から､もう一つ

の文学観を提示してみせた｡

著者もまた新しいカノンの提示を意識する｡著者が準拠するのは､多文化主義

(multiculturalism)の概念である｡ただしこの多文化主義は､著者によると､

従来の liberalpluralismとはたもとを分かつものである｡すなわち､人種的違

いを認めつつもアメリカ人としてのアイデンティティの存在を前提とする穏健な

pluralismではない｡むしろ､この存在に懐疑の視線を向け､対立をいとわずに､

失われた声､歴史の中の声､社会の中の現実の声に､率直に耳を傾けるものであ

る｡アジア系､アフリカ系､ラテン系､インディアン系という､白人以外の多様

な声の存在に耳を傾け､その文化を､それぞれアメリカ文化の一つとして位置づ

け､その上で､国家アメリカのアイデンティティを考えようとするものである｡

著者によるとこれは､伽 1.ng肋1tL'cultwBll'sm(1996)の WahneemaLubianoや､

ADl'ffepentMl'rzw (1993)のI)onaldTakakiの視点を受け継そものである｡視

点的には､radicalmulticulturalismあるいは historicalmlticulturarismと

呼ぶべきものである｡

このような視点から､著者は6人の作家を選択する. 乃eHouseoftheSeven

LIables(1851) の Hawthorne､乃eLifeandAdventuresofJoaqul'nnlt･1eta,

theCelebratedCall'fovm'aBBndl't(1854)の JohnRidge､ 胞1deD (1854)

の Thoreau､UncleZbm'scabl'D(1852) の Stowe夫人､ Clotel,op,乃e

PzTeSldent'sDa昭加er(1853)の Willia皿Brown､そして HobyIDIck(1851) の

MelvilleであるO

選択には著者の戦略があるoMatthiessenとの対立軸をあえて鮮明に示すとい

うものである.Hawthorne､Thoreau､Melville という馴染みの作家のほかに､

Ridge､Stowe､BroⅥlの三者が含まれているのは､このことを示唆する｡内容ち

これを証明する.Hawthorne､Thoreau､Melville の章で論じられるのは､それ

ぞれ､白人の土地所有意識の問題と土着のインディアンとの問題､黒人やインデ

ィアンやアイリッシュに対するソーローも含めたプロテスタント系白人の排除意

識の問題､多民族 ･多文化の乗組員を乗せた捕鯨船と白い鯨の闘い､すなわち前

者の敗北と白の勝利の問題､などであるoMatthiessen の分析は､単一文化主義

(monoclllturalism)の分析でもあった｡白人の作品の芸術性､ことばや文体､形式

や思想の分析である｡これに較べると､本書の視線は､たしかに radicalであり､
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かつhistoricalである｡

Ridge､Stowe､Brownの分析になると､これが更に鮮明になる｡これらの章で

論じられるのは､移住を余儀なくされたチェロキー ･インディアンの ｢涙の道｣

(TrailofTears)の歴史や､土地を奪われた土着のメキシコ系アメリカ人の怒

りの問題､あるいは､UncleTum'scabl'Dの末尾で､生き残った黒人奴隷がアフ

リカの自由の国リベリアへ向かうことの問題､そしてClotelが提示するアメリ

カ的ディアスボラの問題､すなわち逃亡奴隷法下の逃亡奴隷の問題などである｡

いずれも､いかにも radicalであり､かつhistorical である｡

もう一つ大きな特徴が本書にはある｡Historicallnterludeとして､章ごと

に､19世紀中葉の歴史的事実が挿入されていることである｡挿入される6つの事

実は､それぞれ､(1)インディアンの存在で州の統治が乱れていることを当時の陸

軍大臣に訴えたジョージア州知事の1824年の手紙､(2)ゴールドラッシュ真っ只

中の 1849年に行われたカリフォルニア州法制定会議の参政権をめくる議論､

(3)1844年にフィラデルフィアで起きたカトリック (アイリッシュ)に対するプ

ロテスタントの暴動､(4)1848年1月のリベリア共和国建国と黒人初代大統領誕

生の歴史､(5)白痴や狂人の数が､一般的な予想とは大きく異なって､南部よりも

北部の黒人の中に圧倒的に多かったことを示す 1840年の国勢調査の結果､

(6)1852年のマサチューセッツ植民地協会の会合で､白人と黒人の共存のデイレ

ンマの解決策として領土の拡大を示唆した牧師の演説､である｡

これらの歴史を念頭に､著者は6つの作品を論じる｡その際､著者は､バフチ

ンの手法を採用する｡社会の構成要素としての多様な声をそのまま取り込む手法

である｡目指すのは､国家アメリカとアイデンティティの問題の解明､すなわち､

･次のようなアポリアの解明である｡著者の努力はかなり成功しているといわなけ

ればならない｡

血ericaisademocraticnationanditisnot.

Americaisaracistnationanditisnot.

2001年9月11日､ニューヨークの世界貿易センタービルに2機の旅客機が激

突した｡アメリカの国内で､アメリカの旅客機が､アメリカのシンボルとしての

建物に激突した｡この激突は､アメリカという国家に対する､もう一つの力､も

う一つの文化の激突でもあった｡多文化と単一文化の衝突と言い換えてもよい｡

本書における著者の分析は､この悲劇が､19世紀中葉のアメリカで起きたさまざ

まな悲劇と決して無縁でないことを､確実に示してくれている｡
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